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背景・目的
近年，生コンクリートの出荷量の減少に伴い，生コンクリート工場の統廃合が進んでいる．生コンクリートは半製品であり，

運搬時間 90 分以内の制約（JIS A 5308）があるが，工場の集約により，時間内に運べない地域（空白地帯）が発生している．JIS 
の規定上，購入者と協議することで運搬時間を変更することができるため，生コンクリートの可使時間を 90 分以上確保できれば，
空白地域を縮小する一助となりうる．その方法として，90 分を超えても適正なワーカビリティを確保できるような混和剤を用い
る場合がある．最近ではスランプ保持時間を長くすることができる流動保持剤や超遅延剤等が普及し始めている．しかし，実績
はまだ少なく， ブリーディングや凝結時間への影響，高炉スラグ微粉末等の混和材を用いたコンクリートに対しての検討も十分に
行われていない等の課題がある．本文では，これらの課題を解決することを目的に実験的検討を行った．

概要
普通ポルトランドセメントおよび高炉セメント B 種を用いたコンクリートに対して，環境温度が 10℃，20℃および 35℃の条

件において，流動保持剤または超遅延剤を添加することによるスランプ保持時間の改善効果を検討するとともに，ブリーディン
グ，凝結時間および初期強度発現性といった初期硬化性能への影響を検討した．加えて，流動保持剤および超遅延剤の添加によっ
て影響を受けると想定される初期硬化性能に対して，環境温度 10℃および 20℃の条件において，硬化促進剤を添加することによ
る改善効果を検討した．

結論
普通ポルトランドセメントまたは高炉セメント B 種を用いたコンクリートに対して，流動保持剤または超遅延剤を添加するこ

とによるスランプ保持時間の改善効果を検討し，また，流動保持剤または超遅延剤の添加によって影響を受けると想定されるブ
リーディング，凝結時間および初期強度発現性に対して，硬化促進剤を用いることによる改善効果を検討し，以下の知見を得た．
1）流動保持剤および超遅延剤のいずれを用いても，添加率を調整することで環境温度によらずスランプ保持時間をコントロール

することが可能である．
2）流動保持剤は，超遅延剤より添加率が高くなるが，ブリーディング，凝結時間および初期強度発現性に及ぼす影響が小さく，

スランプ保持時間を改善することができる．
3）超遅延剤は，ブリーディングが多くなることや凝結時間が遅くなる，といった欠点はあるものの，流動保持剤と比較して少な

い添加率でスランプ保持時間を改善することができる．
4）硬化促進剤は，流動保持剤または超遅延剤と併用することで，スランプ保持時間を損なうことなく，初期硬化性能を改善する

ことができる．
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（（11行行空空けけるる））  

背背景景・・目目的的（（和和文文））  

 近年，生コンクリートの出荷量の減少に伴い，生コンクリート工場の統廃合が進んでいる．生コンクリートは半製品であり，

運搬時間90分以内の制約(JIS A 5308)があるが，工場の集約により，時間内に運べない地域(空白地帯)が発生している．JIS 

の規定上，購入者と協議することで運搬時間を変更することができるため，生コンクリートの可使時間を 90 分以上確保でき

れば，空白地域を縮小する一助となりうる．その方法として，90分を超えても適正なワーカビリティを確保できるような混和

剤を用いている場合がある．最近ではスランプ保持時間を長くすることができる流動保持剤や超遅延剤等が普及し始めている．

しかし，実績はまだ少なく， ブリーディングや凝結時間への影響，高炉スラグ微粉末等の混和材を用いたコンクリートに対し

ての検討も十分に行われていない等の課題がある．本文では，これらの課題を解決することを目的に実験的検討を行った． 

（（11行行空空けけるる））  

概概要要（（和和文文））  

 本報では，異なる環境温度における流動保持剤または超遅延剤によるスランプ保持性の改善効果を確認した。また，スラン

プ保持性の改善により影響を受けるブリーディング，凝結時間および初期強度発現性に対して硬化促進剤による改善効果を検

討した。その結果，スランプ保持性は流動保持剤または超遅延剤によって改善し，その性能は添加率によって制御できること

が確認できた。その際に生じるブリーディングの増大，凝結の遅延，初期強度発現性の低下といった課題については，硬化促

進剤がセメントの水和を促進することによって解決できることが示唆された。 

（（11行行空空けけるる））  

結結論論（（和和文文））  

 普通ポルトランドセメントおよび高炉セメントB種を用いたコンクリートに対して，流動保持剤または超遅延剤を添加する

ことによるスランプ保持時間の改善効果を検討し，また，流動保持剤または超遅延剤の添加によって影響を受けると想定され

るブリーディング，凝結時間および初期強度発現性に対して，硬化促進剤を用いることによる改善効果を検討し，以下の知見

を得た． 

(1)流動保持剤および超遅延剤のいずれを用いても，添加率を調整することで環境温度によらずスランプ保持時間をコントロ

ールすることが可能である． 

(2)流動保持剤は，超遅延剤より多くの添加率を要するが，ブリーディング，凝結時間および初期強度発現性に及ぼす影響が小

さく，スランプ保持時間を改善することができる． 

(3)超遅延剤は，ブリーディングが多くなることや凝結時間が遅くなる，といった欠点はあるものの，流動保持剤と比較して少

ない添加率でスランプ保持時間を改善することができる． 

(4)硬化促進剤は，流動保持剤または超遅延剤と併用することで，スランプ保持時間を損なうことなく，初期硬化性能を改善す

ることができる． 
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